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	応用
	抗原情報
	背景
	ムチン遺伝子は上皮糖タンパク質をコードしており、その一部は分泌され、一部は膜結合型です。各遺伝子は、セリンおよび／またはスレオニン残基に富むペプチド配列をコードする、少なくとも1つの大きな直列反復配列ドメインを含み、このペプチド配列がO結合型グリコシル化の大部分を担っています（Gendler and Spicer, 1995 [PubMed 7778880]）。[OMIM提供、2008年8月],代替製品：追加のアイソフォームが存在するようです,機能：様々な粘液ゲルの主成分である糖タンパク質。粘膜表面において、粒子や感染性物質に対する保護的かつ潤滑的なバリアとして機能すると考えられています。,機能：様々な粘液ゲルの主成分である糖タンパク質。粘膜表面において、粒子や感染性物質に対する保護的かつ潤滑的なバリアとして機能すると考えられています。リガンド結合および細胞内シグナル伝達に関与している可能性があります。,PTM: 高度に O 型グリコシル化されており、おそらく N 型グリコシル化もされています。,類似性: 1 つの EGF 様ドメインを含みます。,類似性: 1 つの SEA ドメインを含みます。,組織特異性: 広い特異性; 小腸、結腸、結腸腫瘍、心臓、肝臓、胸腺、前立腺、膵臓、および胆嚢。,組織特異性: 胎児および成人の小腸、胎児および成人の結腸。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

